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安全･安心･新鮮でおいしい

静岡県産の農畜産物をお届けします。

経済連情報

▲静岡いちごプロモーション動画を公開

▲第58回静岡県貯蔵ミカン品評会
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main
topics
メイントピックス

令
和
５
年
度
「
静
岡
み
か
ん
」
消
費
宣
伝
事
業
に
つ
い
て

２
．�

力
士
へ
「
静
岡
み
か
ん
」
を
贈
呈

　

同
委
員
会
は
12
月
25
日
、
東
京
都
江
東

区
の
相
撲
部
屋
「
伊
勢
ヶ
濱
部
屋
」
を
訪

問
し
、
県
産
の
青
島
み
か
ん
11
ケ
ー
ス
を

贈
呈
し
ま
し
た
。
贈
呈
式
で
は
、
森
田
委

員
長
よ
り
伊
勢
ヶ
濱
親
方
に
直
接
ミ
カ
ン

県
内
出
身
力
士
の
熱
海
富
士
関
と
翠
富
士

関
を
応
援
す
る
た
め
、
幕
内
の
取
組
前
に

「
静
岡
み
か
ん
」の
懸
賞
旗
を
掲
出
し
ま
し

た
。
懸
賞
旗
を
土
俵
の
上
で
周
回
し
、
観

客
や
テ
レ
ビ
中
継
で
の
映
り
込
み
に
よ
り

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

静
岡
県
経
済
連
柑
橘
委
員
会
は
、
県
内

で
柑
橘
類
を
産
出
す
る
９
農
協
に
よ
り
組

織
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
務
局
を
本
会
柑
橘

果
樹
課
が
担
っ
て
お
り
、
三
ヶ
日
町
柑
橘

出
荷
組
合
の
森
田
能
正
組
合
長
が
令
和
５

年
度
同
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
て
い
ま

す
。Ⅲ　

�

令
和
５
年
度
消
費
宣
伝
事
業

　

静
岡
県
経
済
連
柑
橘
委
員
会
は
、「
静
岡

み
か
ん
」
の
認
知
度
向
上
と
購
買
意
欲
の

醸
成
を
高
め
、
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る
た

め
、
出
荷
最
盛
期
に
合
わ
せ
て
静
岡
県
内

及
び
首
都
圏
に
お
い
て
「
大
相
撲
」
と
の

コ
ラ
ボ
を
中
心
と
し
た
次
の
消
費
宣
伝
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

１
．
大
相
撲
初
場
所
で
懸
賞
旗
を
掲
出

　

１
月
14
日
～
28
日
に
東
京
・
両
国
国
技

館
で
行
わ
れ
た
大
相
撲
初
場
所
に
お
い
て
、

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

温
暖
な
気
候
を
生
か
し
た
柑
橘
類
の
栽

培
が
盛
ん
な
本
県
は
、
県
内
全
域
で
ミ
カ

ン
が
生
産
さ
れ
、
令
和
４
年
の
産
出
額
は

全
国
第
２
位
、
本
県
の
主
要
農
産
物
の
中

で
は
第
１
位
と
な
り
ま
し
た
（
出
典
：
農

林
水
産
省
「
生
産
農
業
所
得
統
計
」）。
本

県
産
ミ
カ
ン
（
静
岡
み
か
ん
）
の
主
力
品

種
は
「
青
島
温
州
」
で
、
11
月
頃
か
ら
収

穫
が
始
ま
り
、
12
月
～
１
月
に
出
荷
の
最

盛
期
を
迎
え
ま
す
。

　

今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
出

荷
の
最
盛
期
を
迎
え
て
い
る
「
静
岡
み
か

ん
」
の
有
利
販
売
の
た
め
に
静
岡
県
経
済

連
柑
橘
委
員
会
が
取
り
組
む
令
和
５
年
度

の
消
費
宣
伝
事
業
に
つ
い
て
詳
し
く
ご
紹

介
し
ま
す
。

Ⅱ �

静
岡
県
経
済
連
柑
橘
委

員
会
に
つ
い
て
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main topics

相
撲
の
来
場
者
や
駅
利
用
者
に
向
け
て
配

布
し
ま
し
た
。
ら
ら
ぽ
ー
と
豊
洲
で
は
１

月
20
日
に
熱
海
富
士
関
、
翠
富
士
関
の
出

身
校
で
あ
る
沼
津
市
の
飛
龍
高
等
学
校
相

撲
部
の
生
徒
ら
が
配
布
に
参
加
し
、
消
費

者
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

５
．
県
内
消
費
宣
伝

　

静
岡
朝
日
テ
レ
ビ
の
番
組
「
と
び
っ
き

り
静
岡
土
曜
版
」、「
ス
ポ
ー
ツ
パ
ラ
ダ
イ

ス
」
の
放
送
内
で
30
秒
Ｃ
Ｍ
を
放
映
、「
と

び
っ
き
り
静
岡
土
曜
版
」
で
は
県
内
の
ミ

カ
ン
農
園
を
取
材
し
、
特
集
を
放
送
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
情
報
番
組
い
ろ
ど
り
ナ

ビ
」
で
は
視
聴
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。

を
手
渡
し
ま
し
た
。

３
．�

Ｊ
Ｒ
両
国
駅
構
内
で
大
相
撲
と
の
コ

ラ
ボ
広
告
を
掲
出

　

大
相
撲
初
場
所
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、

１
月
15
日
～
28
日
の
14
日
間
、
Ｊ
Ｒ
両
国

駅
西
口
コ
ン
コ
ー
ス
内
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
広

告
を
掲
出
し
ま
し
た
。

４
．�「
静
岡
み
か
ん
」の
配
布
イ
ベ
ン
ト
を

実
施

　

Ｊ
Ｒ
両
国
駅
構
内
と
東
京
都
内
の
商
業

施
設
「
ら
ら
ぽ
ー
と
豊
洲
」
に
お
い
て
、

「
静
岡
み
か
ん
」の
配
布
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
両
国
駅
で
は
、「
相
撲
観
戦

の
お
供
に
静
岡
み
か
ん
！
」
を
テ
ー
マ
に

１
月
18
日
～
21
日
の
４
日
間
実
施
し
、
大

問
い
合
わ
せ
先

・・
静
岡
県
経
済
連
柑
橘
委
員
会

　

事
務
局
：
み
か
ん
園
芸
部　

柑
橘
果
樹
課

　

電
話
：
０
５
４
―
２
８
４
―
９
９
１
２

▲初場所で土俵を周回する懸賞旗

▲JR両国駅に掲載された宣伝広告 ▲配布イベントに参加した飛龍高校相撲部の皆さん

▲伊勢ヶ濱親方（右）にミカンを贈呈する森田委員長

Ⅳ �

そ
の
他
の
取
組
に
つ
い
て

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
の
情
報
発
信
と
し

て
、
静
岡
み
か
ん
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト

（https://shizuokam
ikan.jp/

）
を
通
じ

て
、
生
産
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
生
産

デ
ー
タ
な
ど
の
産
地
情
報
を
公
開
、
イ
ベ

ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
告
知
な
ど
の
最

新
情
報
も
随
時
更
新

し
て
い
ま
す
。

Ⅴ �

お
わ
り
に

　

今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
出

荷
最
盛
期
を
迎
え
た
令
和
５
年
産
「
静
岡

み
か
ん
」
の
消
費
宣
伝
事
業
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
し
た
。
静
岡
県
経
済
連
柑
橘
委

員
会
で
は
、
引
き
続
き
販
売
強
化
の
取
組

を
実
践
し
、「
静
岡
み
か
ん
」
の
有
利
販
売

と
農
家
所
得
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、「
静
岡
み
か
ん
」
を
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

▲�特設サイト
はこちら
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topics & news

を
手
渡
し
ま
し
た
。

飯
田
会
長
は
「
今
年
度
は
夏
場
の
猛
暑

な
ど
で
定
植
が
遅
れ
、
難
し
い
栽
培
環
境

だ
っ
た
が
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
努
力
で

高
品
質
な
い
ち
ご
が
収
穫
で
き
て
い
る
。」

と
話
し
、
川
勝
知
事
は
「
県
と
し
て
も
関

係
者
と
協
力
し
、
静
岡
い
ち
ご
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
。」
と
応
え
ま
し
た
。

静
岡
県
い
ち
ご
協
議
会
（
事
務
局
：
野

菜
花
卉
課
）
は
１
月
15
日
、「
静
岡
い
ち

ご
」
の
特
設
サ
イ
ト
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

動
画
を
公
開
し
ま
し
た
。

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
本
県
出

身
で
タ
レ
ン
ト
・
モ
デ
ル
と
し
て
活
躍
す

る
池
田
美
優
（
み
ち
ょ
ぱ
）
さ
ん
が
４
年

連
続
で
務
め
、「
静
岡
い
ち
ご
」
の
主
力
品

種
「
紅
ほ
っ
ぺ
」
と
「
き
ら
ぴ
香
」
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
す
。
ま
た
、
み
ち
ょ
ぱ
さ
ん
を
起

用
し
た
ポ
ス
タ
ー
や
等
身
大
パ
ネ
ル
、
ポ

ッ
プ
な
ど
を
作
成
し
、
販
促
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
活
用
し
ま
す
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
は
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

と
し
て
県
内
限
定
で
放
映
さ
れ
る
他
、
動

画
投
稿
サ
イ
ト
「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
の

本
会
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
て
撮
影
の
メ
イ

キ
ン
グ
映
像
と
と
も
に
５
月
末
ま
で
の
期

間
限
定
で
配
信
し
て
い
ま
す
。「
静
岡
い

ち
ご
」
特
設
サ
イ
ト
（https://ichigo-

shizuoka.jp/

）
か
ら
も
視
聴
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

み
ち
ょ
ぱ
さ
ん
を
4
年
連
続
で
起
用

静
岡
い
ち
ご
特
設
サ
イ
ト
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
公
開

静
岡
県
い
ち
ご
協
議
会
（
事
務
局
：
野

菜
花
卉
課
）
は
12
月
22
日
、
静
岡
市
葵
区

の
県
庁
を
訪
れ
、
川
勝
平
太
静
岡
県
知
事

と
出
野
勉
副
知
事
、
森
貴
志
副
知
事
ら
に

県
産
い
ち
ご
の
主
力
品
種
「
紅
ほ
っ
ぺ
」

と
「
き
ら
ぴ
香
」
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
贈

呈
式
で
は
、
同
協
議
会
の
飯
田
寿
夫
会
長

ら
が
出
席
し
、
今
年
度
の
生
産
状
況
な
ど

を
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
静
岡
い
ち

ご
」
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
「
静
岡
い
ち
ご

娘
」
も
同
席
し
、
川
勝
知
事
ら
に
い
ち
ご

静
岡
い
ち
ご
を
P
R

静
岡
い
ち
ご
を
県
知
事
ら
に
贈
呈

▲プロモーション動画撮影のようす

▲販促用ポスター

▲�特設サイトは
こちら

▲�プロモーション
動画はこちら
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topics & news

病
害
防
除
の
研
究
成
果
と
し
て
、
い
ち
じ

く
株
枯
病
の
抵
抗
性
台
木「
励
広
台
１
号
」

を
紹
介
し
ま
し
た
。「
励
広
台
１
号
」
の

台
木
を
利
用
し
た
試
験
栽
培
の
結
果
か
ら

株
枯
病
菌
の
感
染
に
対
し
て
強
い
抵
抗
性

を
持
つ
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
い
ち
じ
く
の

主
要
品
種
「
桝
井
ド
ー
フ
ィ
ン
」
の
株
枯

病
対
策
に
有
効
で
あ
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
研
究
員
は
温
暖
化
が
果
樹
栽
培

に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
も
講
演
し
、
温

暖
化
に
よ
る
発
芽
日
の
早
期
化
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。

人
事
教
育
課
は
12
月
27
日
、
就
職
活
動

中
の
学
生
に
就
業
体
験
を
通
じ
て
本
会
の

事
業
内
容
や
役
割
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

静
岡
市
内
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
催

し
、
学
生
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
８
月
に
続
き

今
年
度
２
回
目
の
開
催
と
な
り
、
今
回
は

肥
料
・
農
薬
を
テ
ー
マ
に
行
い
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
生
産
資
材
部
の
担
当
職
員

が
肥
料
・
農
薬
の
基
礎
知
識
や
１
日
の
業

務
の
流
れ
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
参
加
し
た
学
生
は
、
５
つ
の
班
に
分

か
れ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
み
か

ん
や
ト
マ
ト
な
ど
の
作
物
に
合
う
配
合
肥

料
を
設
計
し
ま
し
た
。
班
ご
と
に
値
段
や

静
岡
県
落
葉
果
樹
振
興
協
会
と
西
部
共

計
い
ち
じ
く
産
地
協
議
会
は
12
月
13
日
、

掛
川
市
内
で
「
第
21
回
西
部
地
区
い
ち
じ

く
生
産
者
大
会
」
を
開
き
、
県
西
部
地
区

の
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
職
員
ら
42
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

大
会
で
は
、
令
和
５
年
産
の
い
ち
じ
く

の
生
産
状
況
や
販
売
経
過
な
ど
を
共
有
し

た
他
、
８
月
に
開
催
し
た
「
第
35
回
西
部

地
区
い
ち
じ
く
果
実
品
評
会
」
の
表
彰
式

も
行
い
、
上
位
入
賞
者
に
賞
状
を
授
与
し

ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
大
阪
府
立
環
境
農
林

水
産
総
合
研
究
所
の
上
森
真
広
研
究
員
が

商
品
名
を
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
合

肥
料
を
提
案
し
ま
し
た
。
ま
た
、
魚
粕
や

な
た
ね
粕

な
ど
の
原

料
を
使
っ

て
提
案
し

た
肥
料
の

サ
ン
プ
ル

を
作
成
し
、

実
際
の
現

場
に
近
い

業
務
を
体

験
し
ま
し

た
。

学
生
が
配
合
肥
料
の
設
計
を
体
験

令
和
５
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
催

生
産
技
術
向
上
の
た
め

第
21
回
西
部
地
区
い
ち
じ
く
生
産
者
大
会
を
開
催

▲表彰を受ける金賞の髙畑悟さん（JA遠州夢咲）

▲記念講演のようす

▲グループワークで意見交換をする学生ら

▲配合肥料について講義する生産資材部の担当職員
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topics & news

第58回　静岡県貯蔵ミカン品評会

賞 ＪＡ名 氏　名 品　種 備　考

優秀賞

ＪＡみっかび 髙橋　誠 陽一郎 農林水産大臣賞
ＪＡとぴあ浜松 倉田辰夫 青島 農林水産省農産局長賞
ＪＡとぴあ浜松 杉山忠夫 青島 農林水産省関東農政局長賞
ＪＡふじ伊豆 石倉　健 寿太郎 静岡県知事賞
ＪＡみっかび 清水一則 青島 静岡県経済産業部長賞
ＪＡみっかび 清水厚德 青島 日本園芸農業協同組合連合会会長賞
ＪＡみっかび 清水　広 青島 静岡県京浜地区果実流通協議会長賞

第44回　静岡県中晩生柑橘品評会（ポンカンの部）

賞 ＪＡ名 氏　名 品　種 備　考
優秀賞 ＪＡしみず 西ヶ谷悦子 太田 静岡県経済産業部長賞

静
岡
県
柑
橘
振
興
基
金
協
会
と
柑
橘
果

樹
課
は
１
月
16
日
、
県
農
業
会
館
で
「
第

58
回
静
岡
県
貯
蔵
ミ
カ
ン
品
評
会
」と「
第

44
回
静
岡
県
中
晩
生
柑
橘
品
評
会
（
ポ
ン

カ
ン
の
部
）」
を
開
き
ま
し
た
。

貯
蔵
ミ
カ
ン
で
は
、最
上
位
の
優
秀
賞
・

農
林
水
産
大
臣
賞
に
髙
橋
誠
さ
ん
（
Ｊ
Ａ

み
っ
か
び
）、
中
晩
生
柑
橘
（
ポ
ン
カ
ン
の

部
）
で
は
、
最
高
位
の
優
秀
賞
に
西
ヶ
谷

悦
子
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
し
み
ず
）
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
髙
橋
さ
ん
は
昨
年
度
に
続
き
２
年

連
続
で
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

貯
蔵
ミ
カ
ン
品
評
会
に
は
２
４
６
点
、

中
晩
生
柑
橘
品
評
会（
ポ
ン
カ
ン
の
部
）に

は
57
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
農
業
・

食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
果
樹
茶
業

研
究
部
門
の
塩
谷
浩
カ
ン
キ
ツ
研
究
領
域

長
が
審
査
長
を
務
め
、
同
機
構
や
県
農
林

技
術
研
究
所
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
、
市
場

担
当
者
と
消
費
者
代
表
ら
審
査
員
20
人
が
、

形
状
や
玉
ぞ
ろ
い
な
ど
の
外
観
と
、肉
質
・

食
味
の
内
容
、
鮮
度
充
実
の
貯
蔵
性
を
審

査
し
ま
し
た
。

出
品
さ
れ
た
貯
蔵
ミ
カ
ン
の
平
均
糖
度

は
12.9
度
、
最
高
は

17.0
度
で
し
た
。
ポ
ン
カ

ン
は
平
均

12.5
度
、
最
高

13.9
度
で
し
た
。

柑
橘
果
樹
課
は
「
今
年
度
は
降
水
量

が
少
な
く
収
穫
期
に
適
度
な
乾
燥
が
あ
り
、

例
年
よ
り
糖
度
が
高
く
推
移
し
た
。
出
品

物
に
つ
い
て
も
高
品
質
な
ミ
カ
ン
が
揃
っ

た
。」
と
話
し
ま
し
た
。

優
秀
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称

略
）。

仕
上
り
、貯
蔵
性
を
競
う

第
58
回
静
岡
県
貯
蔵
ミ
カ
ン
品
評
会

第
44
回
静
岡
県
中
晩
生
柑
橘
品
評
会（
ポ
ン
カ
ン
の
部
）

出
向
く
活
動
の
取
組
状
況
を
確
認

営
農
経
済
渉
外（
T
A
C
）

連
絡
協
議
会
を
開
催

生
産
振
興
開
発
課
は
12
月
21
日
、
県
農

業
会
館
で
「
営
農
経
済
渉
外
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
連

絡
協
議
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
協
議
会
は

令
和
５
年
度
２
回
目
の
開
催
と
な
り
、
本

会
と
Ｊ
Ａ
全
農
、
県
内
Ｊ
Ａ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
担

当
者
ら
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
の
外
園
賢
司

審
査
役
が
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
全
国
情
勢
や
整
備
状

況
、
優
良
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。
各
Ｊ

Ａ
の
担
当
者
か
ら
は
令
和
５
年
度
の
活
動

状
況
を
報
告
し
、
人
材
育
成
な
ど
の
課
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、出
向
く
活
動
を
行
う
Ｔ
Ａ
Ｃ
担

当
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
提
案
力

の
向
上
に
向
け
た
教
育
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
も
共
有
し
ま
し
た
。

▲審査のようす

▲優秀賞のポンカン ▲優秀賞（最上位）の貯蔵ミカン

INFORMATION
土壌肥料分析センター
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土
壌
肥
料
分
析
セ
ン
タ
ー
の
技
術
力
を
証
明

肥
料
分
析
評
価
で
一
般
の
部
関
東
２
位
を
受
賞
！

▲土壌肥料分析センター担当者

▲肥料分析を担当する斉藤宏係長

INFORMATION
土壌肥料分析センター

本会の土壌肥料分析センターは大井川肥料工場に併設し、工場で生産した配合肥料の品質管理や
JAの依頼による土壌の分析をつうじ、各JAの施肥設計や土づくり指導に活用される土壌診断の
フォローなどを行っています。その中で今回は、肥料の保証成分のチェック機能を担い、徹底し
た品質管理を行う本会の肥料分析事業の取組を報告します！

本
会
の
肥
料
分
析
機
能
に
つ
い
て

土
壌
肥
料
分
析
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
原
子
吸

光
光
度
計
や
紫
外
可
視
分
光
光
度
計
、
窒
素
自

動
測
定
器
な
ど
の
分
析
機
器
を
導
入
し
て
お
り
、

窒
素
、
リ
ン
酸
、
加
里
、
苦
土
、
微
量
要
素
な
ど
、

肥
料
成
分
の
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
井
川

肥
料
工
場
の
製
造
す
る
指
定
配
合
肥
料
は
、
登

録
肥
料
を
混
合
し
て
製
造
す
る
こ
と
か
ら
、
製

造
銘
柄
か
ら
ラ
ン
ダ
ム
に
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
て

品
質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
に

は
１
０
２
点
、
６
５
６
成
分
を
分
析
し
ま
し
た
。

近
年
、
肥
料
原
料
や
輸
送
費
な
ど
の
高
騰
に

よ
り
、
肥
料
価
格
が
上
昇
し
て
お
り
、
よ
り
適

正
な
施
肥
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
会
の
肥

料
製
造
お
よ
び
肥
料
分
析
事
業
に
よ
る
品
質
管

理
の
成
果
と
し
て
、
よ
り
良
い
農
産
物
生
産
を

つ
う
じ
て
、
農
家
の
皆
様
の
所
得
向
上
へ
貢
献

し
て
い
き
ま
す
。

土
壌
肥
料
分
析
セ
ン
タ
ー
は
、
東
京
肥

料
品
質
保
全
協
議
会
肥
料
分
析
部
会
の
主

催
す
る
「
第
46
回
全
国
共
通
試
料
に
よ
る

肥
料
分
析
」
に
お
い
て
、
化
成
肥
料
「
一

般
の
部
」
で
関
東
地
区
２
位
を
受
賞
し
ま

し
た
。

肥
料
分
析
に
は
関
東
地
区
25
機
関
、
全

国
１
２
８
機
関
が
参
加
、
同
一
の
肥
料
サ

ン
プ
ル
を
分
析
し
て
互
い
の
精
度
を
評
価

し
、
11
月
22
日
に
神
奈
川
県
内
で
分
析
成

績
の
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
肥
糧
検

定
協
会
や
肥
料
メ
ー
カ
ー
等
の
専
門
の
分

析
機
関
が
参
加
す
る
な
か
で
の
受
賞
に
よ

り
、
日
頃
の
配
合
肥
料
の
品
質
確
認
の
精

確
性
が
客
観
的
に
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

堆
肥
や
未
利
用
資
源
、
有
機
質
肥
料
の

活
用
な
ど
、
対
応
す
べ
き
技
術
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
継
続
的
な
技
術
研
鑽
に
よ
り
、

安
心
し
て
配
合
肥
料
を
ご
使
用
い
た
だ
け

る
よ
う
、
大
井
川
肥
料
工
場
と
連
携
し
て

品
質
管
理
を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

土
壌
肥
料
分
析
セ
ン
タ
ー
で
は
、
土
壌

診
断
に
よ
り
農
家
や
Ｊ
Ａ
の
皆
様
の
適
正

施
肥
を
支
援
す
る
機
能
も
併
せ
持
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
Ｊ
Ａ
の
配
合
肥
料
の
ご
活

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

担　

当
：
土
壌
肥
料
分
析
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
５
４
―
６
６
４
―
３
２
５
０
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最新研究紹介

農林技術
研究所
だより

一 �

は
じ
め
に

　

静
岡
県
で
は
、
先
端
技
術
や
本
県
が
誇

る
も
の
づ
く
り
技
術
を
農
業
分
野
に
利
用

す
る
こ
と
で
、
農
業
の
飛
躍
的
な
生
産
性

向
上
と
、
農
業
を
軸
と
し
た
関
連
産
業

の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
推
進
す
る
Ａ
Ｏ
Ｉ

（Agri O
pen Innovation

）
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

農
林
技
術
研
究
所
次
世
代
栽
培
シ
ス
テ

ム
科
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拠
点
と
な
る

AO
I-PARC

（
沼
津
市
）
に
駐
在
し
、研
究

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

AO
I-PARC

で
は
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る

会
員
制
組
織
「
Ａ
Ｏ
Ｉ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

運
営
す
る
一
般
社
団
法
人
ア
グ
リ
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構
が
入
居
し
、
生

産
者
や
事
業
者
が
行
う
事
業
化
に
向
け
た

様
々
な
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
Ａ
Ｏ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果

と
し
て
、
私
た
ち
が
開
発
し
た
栽
培
中
の

農
作
物
の
葉
面
積
を
非
破
壊
・
非
接
触
で

自
動
的
に
測
定
す
る
「
葉
面
積
評
価
セ
ン

サ
」
が
実
用
化
さ
れ
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

二 �
イ
チ
ゴ
葉
面
積
の
非
破
壊
評

価
技
術

　

イ
チ
ゴ
の
果
実
は
、
葉
で
行
わ
れ
る
光

合
成
に
よ
っ
て
生
育
し
ま
す
（
図
１
）。

　

葉
面
積
が
大
き
い
ほ
ど
光
合
成
も
大
き

く
な
り
ま
す
が
、
葉
面
積
が
大
き
す
ぎ
て

も
病
害
虫
の
発
生
を
助
長
す
る
可
能
性
が

あ
る
な
ど
、
収
量
を
左
右
す
る
重
要
な
指

標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
チ
ゴ
栽
培
に
お
け
る
管
理
に
は
、
葉

面
積
の
増
加
を
目
的
と
し
た
夜
間
電
照
処

理
や
多
す
ぎ
る
葉
を
除
去
す
る
摘
葉
作
業

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
基
準
は
生
産
者
の

経
験
や
勘
に
頼
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
葉

面
積
を
簡
便
に
把
握
す
る
方
法
が
要
望
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
栽
培
中
の
株

全
体
（
群
落
）
の
葉
面
積
を
簡
便
に
測
定

す
る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
イ
チ
ゴ

の
葉
を
透
過
す
る
近
赤
外
光
と
可
視
光
と

の
比
を
計
測
す
る
こ
と
で
、
群
落
の
葉
面

積
を
非
破
壊
・
非
接
触
で
簡
便
に
評
価
で

き
る
技
術
を
開
発
し
ま
し
た
（
特
許
第

7185233

号
）（
図
２
）。

　

こ
の
技
術
は
、
光
合
成
に
利
用
さ
れ
る

可
視
光
が
、
利
用
さ
れ
な
い
近
赤
外
光
に

比
較
し
て
、
葉
に
吸
収
さ
れ
や
す
い
と
い

う
特
性
を
利
用
し
た
も
の
で
、
Ａ
Ｏ
Ｉ
フ

ォ
ー
ラ
ム
会
員
の
山
本
電
機
株
式
会
社
が

「
葉
面
積
評
価
セ
ン
サ
」
と
し
て
実
用
化

し
ま
し
た
。

三 �

葉
面
積
評
価
セ
ン
サ
の
特
長

　

栽
培
す
る
イ
チ
ゴ
の
株
と
株
と
の
間
に

セ
ン
サ
を
置
く
だ
け
で
、
葉
を
透
過
し
た

近
赤
外
光
（
Ｎ
）
と
可
視
光
（
Ｖ
）
の
比

率
を
自
動
的
に
計
測
し
、
そ
の
比
率
（
Ｎ

葉
面
積
を
非
破
壊・非
接
触
で

葉
面
積
を
非
破
壊・非
接
触
で

��

測
定
す
る
セ
ン
サ
の
実
用
化

測
定
す
る
セ
ン
サ
の
実
用
化

私
が紹介

します

!

静岡県農林技術研究所
研究統括官兼

次世代栽培システム科長

前 島  慎 一 郎

図１　栽培中のイチゴの草姿

図２　葉面積評価センサ

Keizairen ┃ 0708　 ┃ Keizairen



最新研究紹介

農林技術
研究所
だより

合
成
量
を
精
度
良
く
推
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

農
作
物
の
高
品
質
・
多
収
化
に
向
け
た

栽
培
管
理
法
の
確
立
に
は
、
光
合
成
の
最

大
化
が
不
可
欠
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
光
合

成
の
最
大
化
と
は
、
光
合
成
に
影
響
す
る

葉
面
積
及
び
ハ
ウ
ス
内
環
境
（
光
量
・
光

質
、
温
・
湿
度
、

CO2
濃
度
な
ど
）
の
関
係

を
明
ら
か
に
し
、
速
や
か
な
栽
培
管
理
の

改
善
に
よ
っ
て
光
合
成
量
を
最
大
化
し
て

多
収
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

葉
面
積
は
も
ち
ろ
ん
、
気
温
や

CO2
濃
度
な

ど
の
ハ
ウ
ス
内
環
境
の
管
理
は
生
産
者
の

　

連
続
的
な
群
落
葉
面
積
の
把
握
に
よ
っ

て
、
イ
チ
ゴ
の
生
育
の
良
否
を
数
値
的
に

評
価
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
収
量
を

左
右
す
る
葉
面
積
の
最
適
化
を
図
る
こ
と

で
栽
培
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
（
図
５
）。

　

ま
た
、
こ
の
セ
ン
サ
は
ハ
ウ
ス
内
の
光

の
強
さ
も
同
時
計
測
し
、
他
の
セ
ン
サ
な

ど
と
組
み
合
せ
る
こ
と
で

CO2
濃
度
、
温
度

や
温
度
の
測
定
も
可
能
で
す
。

四 �

今
後
の
展
開

　

葉
面
積
評
価
セ
ン
サ
に
よ
っ
て
株
全
体

の
葉
面
積
が
簡
便
に
分
か
る
よ
う
に
な
る

と
、
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
や
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図５ イチゴ葉面積の換算法（千鳥植え）

光合成評価
センサ

図３ センサの設置状況とN/V比図３　センサの設置状況とN/V比

図５　イチゴ葉面積の換算法（千鳥植え）

図４　葉面積評価センサの構造

図６　光合成の見える化
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検索しずおか手しお屋
担当：営業部 流通開発課
　　　（TEL:054-284-9728）

「「しずおかごはんしずおかごはんがが食べたい！食べたい！」」（テレビ静岡）（テレビ静岡）

テレビ番組

担当：食糧部 食糧課（TEL:054-284-9737）

　静岡県産米麦流通連絡協議会（事務局：食糧部）は、テレビ番組
「しずおかごはんが食べたい！」（テレビ静岡・全11回放送）に協賛

し、県産米のPRを行っています。
　令和５年度の第９回目（１月20日）の放送では、お笑い芸人のモ
グライダーが磐田市と袋井市から「にこまる」の令和５年産の新米
を紹介しました。「にこまる」は、ふっくらもちもちの食感と粒ぞろ
いの良さが特徴で、静岡県西部地区の「にこまる」は2022年の食味
ランキングにおいて５年連続で「特Ａ」評価を獲得しています。
　番組では、JA遠州中央の生産者、土屋敦司さんと土屋貴史さんが
ビデオメッセージで出演し、「にこまる」の美味しさをPRしました。

【商品紹介】
「あきひめ」と「さちのか」を交配させた静

岡県生まれの品種。ほっぺが落ちるほど美味
しいとして「紅ほっぺ」命名されました。大
粒な果実で香りが良く、果汁も多いことが特
徴。適度な酸味・コクが楽しめます。

【商品紹介】
輝き・香り・甘みが特徴的な静岡県生まれの
新品種。キラキラした宝石のような輝きに品
の良い甘みとフルーティーな香りから名づけ
られました。みずみずしくなめらかな口当た
りが楽しめます。

◀�静岡いちご特集ページはこちら

JAタウン しずおか「手しお屋」おすすめ商品のご紹介JAタウン しずおか「手しお屋」おすすめ商品のご紹介

きらぴ香

紅ほっぺ
JAタウン大決算セール

開催中！

静岡いちごの主力品種「紅ほっぺ」「きらぴ香」販売中です！贈答におすす
めのホールパック、ご家庭用におすすめの平詰めを取りそろえています。詳
細は商品ページをご覧ください。

JAタウンでは今年も「大決算セール
を開催します。
セール期間中は、対象商品に使用でき
る20％OFFクーポンを配布します。
セール期間は２月14日（水）～３月18
日（月）です。
※�クーポンのご利用には会員登録が必要

です。
※�本キャンペーンは予告なく
　終了する場合があります。

静岡いちご特集！静岡いちご特集！

しずおか「手しお屋」
大決算セールはこちら▶
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提携協NEWS提携協NEWS 令和５年度　Vol.2

　「静岡県協同組合間提携推進協議会」（略称：提携協）では、1990年の発足以来、構成団体である
県域の協同組合（農協・漁協・生協）６団体間で事業提携に向けた検討や交流事業、環境保全活動な
どに取り組んでいます。この提携協NEWSでは本協議会の活動内容について報告します。

　９月25日、提携協構成団体施設見学会を実施しました。
　現地視察、意見交換を通じて各構成団体の事業について理解を深め、今後の各組織での活動や協同組
合間提携に活用していくことが目的で、今年度が初めての実施となり、焼津市の本会施設、大井川肥料
工場、大井川港肥料倉庫、土壌肥料分析センターの３カ所で視察巡回を行いました。
　同工場で製造、供給する配合肥料は、農家組合員の意向と県下JAの指導を反映したオーダーメイド品
となっており、県内で流通する配合肥料の80%を占め、県内の農業を支えています。
　見学会では、国内外から調達する肥料原料の情勢、港の船舶から荷揚げする状況の説明や、未利用資
源活用の取組を確認しました。工場内では、原料投入から製品になるまでの流れを確認し、製造された
肥料製品を保管、県内へ流通するまでの流れの説明を受けました。また、工場に併設する土壌肥料分析
センターでは、製造された配合肥料品質の分析や農地の土壌診断による、農家組合員への適正施肥の支
援機能を確認しました。

本会大井川肥料工場などで施設見学会

　11月16日、協同組合のあり方と役割を再認識し、他の協同組合の組織や事業、活動について意見を
交わすことを目的とした「協同組合学習交流会」を静岡市内で開き、各団体の役職員28人が参加しま
した。はじめに提携協の紹介として、活動内容や各団体の事業について説明しました。その後、外部講
師を招いて「気づき」をテーマに講演し、参加者は５つのチームに分かれてグループワークを行いました。

「それぞれの組織に必要なこと」についての意見交換やチーム内での会議を設定したワークに取り組み、
交流を深めました。

協同組合学習会を開催
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